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第３章 久留米市のまちづくり 
 

３－１ 久留米市への定住意向 

（１）久留米市への定住意向 

「久留米市に住み続けたい」が約８割。「久留米市外に住みたい」は 4.0％。 

年齢が上がるほど「久留米市に住み続けたい」割合が高くなっている。 

問３ あなたは、今後も久留米市に住み続けたいと思いますか。（あてはまる番号に１つだけ○印） 
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100.0   69.7     12.5   4.0    12.6   1.1    100.0   69.7     12.5   4.0    12.6   1.1    

1,787)( 1,246)( 224)(  72)(   225)(  20)(   1,787)( 1,246)( 224)(  72)(   225)(  20)(   

男性 821     71.3     11.4   3.8    12.5   1.0    東部Ａ 128     69.5     14.8   2.3    13.3   -       

女性 966     68.4     13.5   4.2    12.6   1.2    東部Ｂ（田主丸） 120     72.5     10.0   5.8    10.8   0.8    

20歳代 195     44.1     18.5   7.7    28.7   1.0    北部Ａ 161     68.9     11.2   4.3    14.9   0.6    

30歳代 313     58.8     17.6   5.8    16.6   1.3    北部Ｂ（北野） 118     64.4     6.8    5.9    22.0   0.8    

40歳代 288     67.7     12.2   4.2    16.0   -       中央東部 227     74.0     11.9   2.6    9.7    1.8    

50歳代 364     74.5     12.6   2.5    9.6    0.8    南東部 187     63.6     17.6   4.8    11.2   2.7    

60歳代 393     77.9     9.2    3.8    7.6    1.5    中央部 220     70.5     10.9   3.6    14.5   0.5    

70歳以上 234     87.2     6.8    1.3    2.6    2.1    中央南部 297     71.7     11.1   5.1    11.4   0.7    

10年未満 224     50.0     12.9   8.0    28.1   0.9    南西部 154     72.7     15.6   3.9    7.8    -       

10年以上 1,553   72.6     12.5   3.5    10.3   1.1    西部Ａ（城島） 74       56.8     21.6   4.1    14.9   2.7    

無回答 10       60.0     10.0   -       20.0   10.0   西部Ｂ（三潴） 101     73.3     9.9    1.0    12.9   3.0    

持ち家 1,329   75.1     9.2    3.5    11.2   1.0    

借家・賃貸住宅等 458     54.1     22.3   5.5    16.6   1.5    
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◆属性別特徴 

【性別】性別では大きな差はみられない。 

いま住んでいる

ところにこのまま

住み続けたい

69.7%

久留米市内の

別のところに

住みたい
12.5%

久留米市外

に住みたい

4.0%

わからない

12.6%

無回答

1.1%

（N=1,787）

【年齢別】年齢が高い層ほど「いま住んでいるところにこのまま住み続けたい」が高くなり、70 歳以上では９割近

くに上る。若年層でも「久留米市外に住みたい」は１割に満たない。 

【ブロック別】「いま住んでいるところにこのまま住み続けたい」は中央東部、西部Ｂでやや高く、西部Ａ、南東部、

北部Ｂでは低くなっている。西部Ａでは「久留米市内の別のところに住みたい」が２割を超える。 

【居住年数別】10 年以上で「いま住んでいるところにこのまま住み続けたい」が 72.6％と高い。10 年未満では「わ

からない」が３割近い。 

【住居形態別】借家・賃貸住宅等で「久留米市内の別のところに住みたい」が 22.3％と高く、「わからない」も

16.6％いる。 
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（２）久留米市に住み続けたい理由 

久留米市に住み続けたい理由は、「住みなれている」が５割を超えている。 

「交通の便がよい」「買い物等日常生活に便利」などは市中央部で高い。 

問３付問１  問３で １ に回答した人に  あなたが住み続けたいと思う主な理由は何ですか。 

次の中から３つまで（２つ以内でも構いません）選び、番号に○印をつけてください。 

 

53.6

37.6

33.6

32.8

25.9

25.0

22.6

15.7

4.4

2.1

1.9

0.9

0.6

2.6

0 30

住みなれているので

買い物等日常生活に便利なので

交通の便がよいので

地震や水害など自然災害が少なく安全なので

緑や自然が豊かなので

医療の心配が少ないので

地域に愛着があるので

隣近所とのつきあいがうまくいっているので

子育て環境がよいので

教育環境がよいので

文化・芸術を身近にふれることができるので

福祉が充実しているので

けがや事故、防犯対策が進んでおり安心なので

その他

（％）

（n=1,246）
【回答は３つまで】
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 Ⅱ－３ 久留米市のまちづくり 

◆属性別特徴 

【性別】男性は「地域に愛着があるので」が女性より高く、女性は「買い物等日常生活に便利なので」が高い。 

【年齢別】20 歳代では「地域に愛着があるので」が高く、４割を超えている。「地震や水害など自然災害が少なく

安全なので」は 60 歳以上で高くなっている。 

【ブロック別】 

・「交通の便がよいので」「買い物等日常生活に便利なので」「医療の心配が少ないので」はいずれも市中央

部で高くなっている。 

・「地震や水害など自然災害が少なく安全なので」は南西部と南東部、中央南部で４割を超えて高く、「緑や自

然が豊かなので」は東部Ｂで特に高い。「住みなれているので」は北部Ｂ、西部Ａで７割を超えて高くなってい

る。 

【住居形態別】「交通の便がよいので」と「買い物等日常生活に便利なので」が借家・賃貸住宅等の人で高くなっ

ている。 
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100.0   33.6  37.6  25.0  0.9   2.1   4.4   1.9   25.9  32.8  0.6   15.7  22.6  53.6  2.6   0.1   

1,246)( 419)( 468)( 312)( 11)(  26)(  55)(  24)(  323)( 409)( 7)(    195)( 282)( 668)( 33)(  1)(    

男性 585     32.0  33.2  25.0  1.0   1.5   3.2   1.7   25.6  31.5  0.7   13.5  28.0  55.7  3.4   -      

女性 661     35.1  41.5  25.1  0.8   2.6   5.4   2.1   26.2  34.0  0.5   17.5  17.9  51.7  2.0   0.2   

20歳代 86       23.3  36.0  17.4  1.2   -      4.7   2.3   23.3  20.9  -      9.3   44.2  59.3  3.5   -      

30歳代 184     33.2  41.3  25.0  -      3.8   10.9  1.6   19.0  23.4  -      14.1  23.4  54.9  3.3   -      

40歳代 195     34.9  33.3  19.0  1.0   4.6   7.7   0.5   23.1  24.1  1.5   13.3  23.6  51.8  4.1   -      

50歳代 271     36.5  37.3  23.6  0.4   1.5   2.6   1.5   26.9  35.4  -      15.9  23.6  55.0  1.8   -      

60歳代 306     35.3  36.6  27.8  1.6   1.0   2.6   2.6   31.0  40.2  1.3   17.0  17.3  52.0  2.3   0.3   

70歳以上 204     30.9  40.7  31.9  1.0   1.5   0.5   2.9   27.0  40.2  -      19.6  18.6  52.5  2.0   -      

東部Ａ 89       20.2  33.7  18.0  -      -      5.6   -      42.7  21.3  -      23.6  29.2  60.7  2.2   -      

東部Ｂ（田主丸） 87       13.8  23.0  11.5  -      1.1   5.7   2.3   63.2  19.5  1.1   24.1  28.7  64.4  1.1   -      

北部Ａ 111     40.5  46.8  24.3  3.6   2.7   6.3   2.7   27.9  17.1  -      14.4  16.2  43.2  1.8   0.9   

北部Ｂ（北野） 76       21.1  23.7  15.8  1.3   3.9   7.9   1.3   28.9  27.6  -      22.4  26.3  75.0  1.3   -      

中央東部 168     41.7  50.6  26.2  -      1.2   4.2   3.0   21.4  39.9  -      13.7  16.1  47.0  2.4   -      

南東部 119     19.3  31.1  28.6  0.8   -      4.2   2.5   29.4  42.0  1.7   16.0  21.8  53.8  6.7   -      

中央部 155     54.8  42.6  32.3  0.6   4.5   3.2   3.9   14.2  27.1  0.6   6.5   24.5  47.7  3.2   -      

中央南部 213     45.5  50.2  38.5  0.9   2.3   2.3   1.9   8.0   40.4  0.5   9.9   15.5  49.3  0.9   -      

南西部 112     33.0  22.3  22.3  -      2.7   1.8   -      24.1  43.8  0.9   18.8  34.8  49.1  2.7   -      

西部Ａ（城島） 42       4.8   23.8  7.1   4.8   2.4   2.4   -      35.7  28.6  2.4   21.4  21.4  71.4  2.4   -      

西部Ｂ（三潴） 74       18.9  24.3  12.2  -      1.4   9.5   -      33.8  36.5  -      23.0  28.4  62.2  5.4   -      

持ち家 998     30.4  35.3  25.2  1.0   1.9   4.0   1.9   28.5  33.9  0.6   16.1  23.5  55.9  2.3   0.1   

借家・賃貸住宅等 248     46.8  46.8  24.6  0.4   2.8   6.0   2.0   15.7  28.6  0.4   13.7  19.0  44.4  4.0   -      
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（３）別の場所に移りたい理由 

別の場所に移りたい理由は「交通の便が悪い」が 35.5％。 

年齢の高い層では「買い物等日常生活に不便」が高くなっている。 

問３付問２  問３で ２または３ に回答した人に  あなたが別の場所に移りたいと思う主な

理由は何ですか。次の中から３つまで（２つ以内でも構いません）選び、番号に○印を

つけてください。 

 

35.5

29.4

23.3

17.2

13.2

10.1

9.8

8.1

7.4

6.4

5.4

5.1

3.0

30.4

0 20

交通の便が悪いので

買い物等日常生活に不便なので

地域に愛着がないので

地震や水害など自然災害が不安なので

けがや事故、防犯対策に不安があるので

子育て環境が悪いので

隣近所とのつきあいがうまくいっていないので

文化・芸術にふれる機会が少ないので

医療が心配なので

教育環境が悪いので

住みなれていないので

緑や自然が少ないので

福祉が充実していないので

その他

（％）

（n=296）
【回答は３つまで】

40
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－43－ 

◆属性別特徴 

【性別】男性は「地域に愛着がないので」が女性に比べ高くなっている。 

【年齢別】 

・「交通の便が悪いので」は 50 歳代、60 歳代で４割を超えている。 

・「買い物等日常生活に不便なので」は 30 歳代、40 歳代は１割台と比較的低いが、70 歳以上では６割弱と高

くなっている。 

【性別・年齢別】 

・交通の便が悪いので」は男性 20 歳代、50 歳代と女性の 40 歳代、50 歳代で高い。 

・「子育て環境が悪いので」は男性 20 歳代と女性 30 歳代、40 歳代で高い。 

・「地震や水害など自然災害が不安なので」は女性の 40 歳以上の年齢層で高くなっている。 

【ブロック別】 

・「交通の便が悪いので」「買い物等日常生活に不便なので」は西部Ａ、西部Ｂで特に高い。 

・「地震や水害など自然災害が不安なので」は西部Ｂ、南西部、北部Ａでやや高い。 

・中央部では｢教育環境が悪いので｣、中央南部では「子育て環境が悪いので」が２割弱とやや高い。また、中

央東部では「けがや事故、防犯対策に不安があるので」が３割に上る。 

【住居形態別】「交通の便が悪いので」「地震や水害など自然災害が不安なので」「買い物等日常生活に不便な

ので」は、持ち家の方が借家・賃貸住宅等より高くなっている。 
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100.0 35.5  29.4  7.4   3.0   6.4   10.1  8.1   5.1   17.2  13.2  9.8    23.3  5.4   30.4  1.0   

296)( 105)( 87)(  22)(  9)(    19)(  30)(  24)(  15)(  51)(  39)(  29)(   69)(  16)(  90)(  3)(    

男性 125   33.6  28.8  7.2   4.0   3.2   8.8   11.2  4.0   14.4  12.0  10.4  28.0  3.2   29.6  0.8   

女性 171   36.8  29.8  7.6   2.3   8.8   11.1  5.8   5.8   19.3  14.0  9.4    19.9  7.0   31.0  1.2   

20歳代 51     33.3  31.4  5.9   5.9   3.9   13.7  7.8   5.9   5.9   9.8   5.9    23.5  7.8   31.4  -      

30歳代 73     30.1  15.1  4.1   1.4   12.3  17.8  5.5   4.1   13.7  19.2  8.2    26.0  6.8   35.6  1.4   

40歳代 47     31.9  17.0  4.3   6.4   10.6  10.6  8.5   6.4   23.4  19.1  8.5    17.0  2.1   36.2  -      

50歳代 55     45.5  36.4  10.9  3.6   1.8   5.5   10.9  7.3   20.0  7.3   14.5  21.8  7.3   21.8  1.8   

60歳代 51     41.2  41.2  11.8  -      2.0   3.9   3.9   3.9   27.5  9.8   5.9    27.5  3.9   33.3  2.0   

70歳以上 19     26.3  57.9  10.5  -      5.3   -      21.1  -      10.5  10.5  26.3  21.1  -      10.5  -      

男性：20歳代 21     38.1  38.1  9.5   4.8   4.8   23.8  14.3  9.5   14.3  9.5   4.8    33.3  4.8   9.5   -      

男性：30歳代 26     34.6  19.2  3.8   3.8   7.7   15.4  7.7   -      15.4  15.4  3.8    23.1  -      42.3  -      

男性：40歳代 22     27.3  13.6  9.1   9.1   -      -      9.1   4.5   9.1   22.7  9.1    13.6  -      45.5  -      

男性：50歳代 25     36.0  28.0  12.0  4.0   -      4.0   16.0  8.0   12.0  8.0   20.0  20.0  8.0   16.0  4.0   

男性：60歳代 23     34.8  30.4  4.3   -      4.3   4.3   4.3   -      17.4  8.7   8.7    43.5  4.3   43.5  -      

男性：70歳以上 8      25.0  75.0  -      -      -      -      25.0  -      25.0  -      25.0  50.0  -      -      -      

女性：20歳代 30     30.0  26.7  3.3   6.7   3.3   6.7   3.3   3.3   -      10.0  6.7    16.7  10.0  46.7  -      

女性：30歳代 47     27.7  12.8  4.3   -      14.9  19.1  4.3   6.4   12.8  21.3  10.6  27.7  10.6  31.9  2.1   

女性：40歳代 25     36.0  20.0  -      4.0   20.0  20.0  8.0   8.0   36.0  16.0  8.0    20.0  4.0   28.0  -      

女性：50歳代 30     53.3  43.3  10.0  3.3   3.3   6.7   6.7   6.7   26.7  6.7   10.0  23.3  6.7   26.7  -      

女性：60歳代 28     46.4  50.0  17.9  -      -      3.6   3.6   7.1   35.7  10.7  3.6    14.3  3.6   25.0  3.6   

女性：70歳以上 11     27.3  45.5  18.2  -      9.1   -      18.2  -      -      18.2  27.3  -      -      18.2  -      

東部Ａ 22     40.9  22.7  9.1   4.5   13.6  9.1   13.6  4.5   18.2  13.6  13.6  18.2  4.5   22.7  -      

東部Ｂ（田主丸） 19     52.6  31.6  5.3   -      -      5.3   21.1  -      15.8  -      21.1  42.1  15.8  36.8  -      

北部Ａ 25     24.0  16.0  -      4.0   -      4.0   4.0   -      24.0  16.0  8.0    20.0  4.0   40.0  8.0   

北部Ｂ（北野） 15     46.7  33.3  -      -      -      6.7   -      -      20.0  20.0  20.0  26.7  13.3  26.7  -      

中央東部 33     21.2  3.0   9.1   3.0   6.1   9.1   9.1   12.1  9.1   30.3  6.1    27.3  6.1   33.3  -      

南東部 42     42.9  50.0  7.1   -      4.8   11.9  11.9  2.4   11.9  14.3  7.1    21.4  2.4   23.8  -      

中央部 32     15.6  9.4   3.1   6.3   18.8  12.5  3.1   12.5  15.6  18.8  9.4    18.8  3.1   40.6  3.1   

中央南部 48     16.7  14.6  4.2   6.3   10.4  18.8  6.3   10.4  14.6  8.3   8.3    22.9  4.2   41.7  -      

南西部 30     36.7  46.7  6.7   3.3   3.3   6.7   6.7   -      26.7  3.3   13.3  20.0  6.7   26.7  -      

西部Ａ（城島） 19     84.2  73.7  36.8  -      -      5.3   5.3   -      21.1  10.5  5.3    15.8  5.3   -      -      

西部Ｂ（三潴） 11     72.7  63.6  9.1   -      -      9.1   9.1   -      27.3  -      -      36.4  -      18.2  -      

持ち家 169   39.6  33.1  9.5   4.1   4.7   8.3   8.3   5.9   23.7  11.8  11.2  22.5  4.7   28.4  0.6   

借家・賃貸住宅等 127   29.9  24.4  4.7   1.6   8.7   12.6  7.9   3.9   8.7   15.0  7.9    24.4  6.3   33.1  1.6   

性

別

×

年

齢

別

住

居

形

態
別

ブ

ロ

ッ
ク

別

標

本

数
（

票
）

別の場所に移りたい理由　（％）

全  体

（カッコ内は標本数）

性

別

年

齢

別
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３－２ 久留米市の 10 年間の評価 

「良くなってきている」「悪くなってきている」がともに２割台。「変わらない」が約３分の１。 

居住ブロックによって評価が分かれる。 

問４ 久留米市は、全体としてこの 10 年間で、良くなってきていると思いますか。それとも悪

くなってきていると思いますか。（あてはまる番号に１つだけ○印） 

   ※当時は旧４町（田主丸町、北野町、城島町、三潴町）にお住まいだった方も、今の久留米市域を 

   10 年前と比較してお答えください。 

 ※10 年前は現在の久留米市域以外にお住まいだった方は、転入当時と比較してお答えください。 

 

 

良くなって

きている

22.3%

変わらない

32.5%

悪くなって

きている

24.2%

わからない

16.8%

無回答

4.3%

（N=1,787）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■図３－１ 性別・年齢別にみた久留米市の 10 年間の評価 

◇男性の 40歳代で「悪くなってきている」が他の年齢層と比べて高い。女性は 70歳以上で「良くなってきている」

が約３割と高い。 

20歳代
（N=87）

20歳代
（N=108）

30歳代
（N=132）

30歳代
（N=181）

40歳代
（N=150）

40歳代
（N=138）

50歳代
（N=161）

50歳代
（N=203）

60歳代
（N=178）

60歳代
（N=215）

70歳以上
（N=113）

70歳以上
（N=121）

23.1

21.5

22.5

24.6

23.7

29.8

22.2

29.3

34.8

30.0

28.4

31.4

14.8

20.4

23.2

24.1

27.4

24.8

38.0

25.4

17.4

17.2

15.8

9.1

1.9

3.3

2.2

3.9

4.7

5.0

0% 25% 50% 75% 100%

良くなって

きている

変わらない 悪くなって

きている

わからない 無回答

16.1

24.2

13.3

22.4

21.9

22.1

29.9

34.1

34.0

39.8

36.5

39.8

19.5

22.0

32.7

26.1

24.2

25.7

26.4

17.4

14.7

7.5

11.8

7.1

8.0

2.3

5.3

4.3

5.6

5.3

0% 25% 50% 75% 100%男性 女性
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■「良くなってきている」人の満足度の高い５項目 ■「悪くなってきている」人の不満度の高い５項目

項　目 順位 項　目

位 四季のイベントの振興 １位 労働・雇用対策

２位 地域医療体制の充実 ２位 バリアフリー化対策

位 ごみ処理対策 ３位 生活道路や側溝の整備

位 生活排水処理の整備 ４位 商工業振興対策

５位 環境美化対策 ５位 防犯対策

良

く

な
っ

て

き

て

い

る

変

わ

ら

な

い

悪

く

な
っ

て

き

て

い

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答

100.0    22.3      32.5       24.2      16.8      4.3        

1,787)(  398)(     581)(     432)(     300)(     76)(       

男性 821      20.2      36.1       25.5      13.3      5.0        

女性 966      24.0      29.5       23.1      19.8      3.6        

20歳代 195      20.0      25.6       16.9      32.8      4.6        

30歳代 313      22.7      31.3       21.1      22.0      2.9        

40歳代 288      17.7      34.4       28.1      16.0      3.8        

50歳代 364      23.6      34.3       25.0      12.9      4.1        

60歳代 393      22.9      32.1       26.0      14.0      5.1        

70歳以上 234      26.1      35.5       25.2      8.1        5.1        

東部Ａ 128      32.0      34.4       16.4      13.3      3.9        

東部Ｂ（田主丸） 120      10.0      35.0       30.0      21.7      3.3        

北部Ａ 161      20.5      38.5       16.8      19.3      5.0        

北部Ｂ（北野） 118      17.8      29.7       29.7       19.5      3.4        

中央東部 227      24.7      34.4       19.4      18.1      3.5        

南東部 187      28.9      29.4       18.7      19.8      3.2        

中央部 220      23.6      25.5      29.5       15.9      5.5        

中央南部 297      23.2      33.3       27.9      11.4      4.0        

南西部 154      21.4      31.2       21.4      20.1      5.8        

西部Ａ（城島） 74        12.2      31.1      39.2       16.2      1.4        

西部Ｂ（三潴） 101      17.8      38.6       23.8      12.9      6.9        
いま住んでいるところに

このまま住み続けたい
1,246    24.2      33.4       23.2      14.7      4.6        

久留米市内の別のところに

住みたい
224      22.3      32.1       26.3      14.3      4.9        

久留米市外に住みたい 72        15.3      26.4      34.7       16.7      6.9        

わからない 225      13.3      30.2       23.6      32.0      0.9        

無回答 20        30.0       30.0       30.0       5.0        5.0        

定

住

意

向
別

ブ
ロ

ッ
ク

別

標
本

数
（

票
）

久留米市はこの10年間で良くなってきているか　（％）

全  体

（カッコ内は標本数）

性

別

年

齢

別

順位

１

３

４

 

75.9

70.1

66.6

65.8

63.8

0 40 80（%）

58.8

58.6

56.8

55.8

49.4

0 40 80（%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆属性別特徴 

【性別】｢良くなってきている｣は女性で、「変わらない｣は男性でやや高い。 

【年齢別】 

・年齢が下がるほど「わからない」の割合が高くなる傾向があり、20 歳代では３割を超える。 

・40 歳代では「良くなってきている」が最も低く、「悪くなってきている」が高い。 

【ブロック別】 

・東部Ａ、南東部は「良くなってきている」が３割前後に上るが、東部Ｂでは１割にとどまる。 

・「悪くなってきている｣は西部Ａで約４割、東部Ｂと北部Ｂ、中央部で約３割と高い。 

【定住意向別】「良くなってきている」の割合が定住意向の高い人ほど高い。反対に「悪くなってきている」は、久

留米市外に住みたい人で 34.7％と高くなっている。 
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３－３ 久留米市の将来像 

（１）久留米市の将来のまちの姿 

「防災や防犯の行き届いた安全･安心なまち」が 52.0％と、過半数を超えている。 

３０歳代では「安心して子育てができるまち」が約５割に上る。 

問 5 あなたは、長期的な視点で見て、久留米市にはどのようなまちとなって欲しいと思います

か。次の中から特に重要と思うものを３つまで（２つ以内でも構いません）選び、番号に○印

をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆属性別特徴 

【性別】女性は「安心して子育てができるまち」「医療環境が充実したまち」が男性に比べ高い。一方男性は「魅

力的な産業や仕事の場が多いまち」「佐賀県東部を含む福岡県南地域の経済･文化などの拠点となるまち」

が女性に比べ高い。 

【年齢別】 

・20 歳代、30 歳代では「安心して子育てができるまち」が高く、特に 30 歳代では５割弱に上る。 

・「魅力的な産業や仕事の場が多いまち」「道路や鉄道などの交通が整備され、移動しやすいまち」は 40 歳代

で高くなっている。 

・｢福祉が充実したまち｣は 50 歳以上の年代でやや高くなっている。 

【性別・年齢別】 

・女性30歳代では「安心して子育てができるまち」が54.7％で１位となっている。また、男性30歳代でも41.7％

と他の年齢層に比べて高い。 

・男性 40 歳代は「魅力的な産業や仕事の場が多いまち」が 36.0％で２位にあげられている。 

・男性、女性ともに 60 歳以上では「医療環境が充実したまち」や「福祉が充実したまち」が上位にあげられて

いるが、女性の 70 歳以上では「四季おりおりの花・緑が楽しめるまち」が 23.1％で３位となっている。 

52.0防災や防犯の行き届いた安全・安心なまち

医療環境が充実したまち

安心して子育てができるまち

魅力的な産業や仕事の場が多いまち

福祉が充実したまち

道路や鉄道などの交通が整備され、移動しやすいまち

四季おりおりの花・緑が楽しめるまち

まちなみや景観の美しいまち

人々がお互いを尊重し認めあうまち

市外からもよく知られ、好感をもってみられるまち

佐賀県東部を含む福岡県南地域の経済・文化などの拠点となるまち

教育環境が充実したまち

ボランティア活動、地域活動など人々のきずな・つながりが強いまち

環境政策の進んだまち

さまざまな文化・芸術などが楽しめ、自らも創造・発信できるまち

国内はもとより、中国・韓国など海外からも人々が訪れ、交流するまち

その他

27.5

26.1

24.6

21.4

17.7

17.1

14.3

12.4

11.5

9.1

9.0

7.7

7.6

6.3

3.1

1.9

0 30 60 （％）

（N=1,787）
【回答は３つまで】
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【ブロック別】中央部では「四季おりおりの花・緑が楽しめるまち」「まちなみや景観の美しいまち」がやや高い。

「魅力的な産業や仕事の場が多いまち」は西部Ａで３割を超えている。 

四

季
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り
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の
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る
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ち
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ち

な

み

や

景

観

の

美

し

い
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ち

防

災

や
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犯

の

行

き

届

い

た

安

全

・

安

心

な

ま

ち

環

境

政

策

の

進

ん

だ

ま

ち

人

々

が

お

互

い

を

尊

重

し

認

め

あ

う

ま

ち

ボ

ラ

ン

テ
ィ

ア

活

動
、

地

域

活

動

な

ど

人

々

の

き

ず

な

・

つ

な

が

り

が

強

い

ま

ち

さ

ま

ざ

ま

な

文

化

・

芸

術

な

ど

が

楽

し

め
、

自

ら

も

創

造

・

発

信

で

き

る

ま

ち

安

心

し

て

子

育

て

が

で

き

る

ま

ち

教

育

環

境

が

充

実

し

た

ま

ち 医

療

環

境

が

充

実

し

た

ま

ち 福

祉

が

充

実

し

た

ま

ち

魅

力

的

な

産

業

や

仕

事

の

場

が

多

い

ま

ち

国

内

は

も

と

よ

り
、

中

国

・

韓

国

な

ど

海

外

か

ら

も

人

々

が

訪

れ
、

交

流

す

る

ま

ち

道

路

や

鉄

道

な

ど

の

交

通

が

整

備

さ

れ
、

移

動

し

や

す

い

ま

ち

市

外

か

ら

も

よ

く

知

ら

れ
、

好

感

を

も
っ

て

み

ら

れ

る

ま

ち

佐

賀

県

東

部

を

含

む

福

岡

県

南

地

域

の

経

済

・

文

化

な

ど

の

拠

点

と

な

る

ま

ち

そ

の

他

無

回

答

100.0 17.1  14.3  52.0  7.6   12.4  7.7    6.3    26.1  9.0   27.5  21.4  24.6  3.1    17.7   11.5   9.1    1.9  1.4  
1,787)( 306)( 255)( 929)( 135)( 221)( 137)( 113)( 467)( 160)( 491)( 383)( 439)( 55)( 317)( 205)( 162)( 34)( 25)( 

男性 821   15.3  16.4  51.2  7.1   12.4  7.3    7.3    23.8  7.1   24.5  20.1  28.1  4.1    19.2   11.3   12.5   1.9  1.2  

女性 966   18.6  12.4  52.7  8.0   12.3  8.0    5.5    28.2  10.6  30.0  22.6  21.5  2.2    16.5   11.6   6.1    1.9  1.6  

代 195   16.4  16.4  43.6  6.7   10.8  6.7    9.2    35.9  9.7   20.0  12.3  26.2  3.6    16.9   22.1   6.2    3.1  2.1  

0歳代 313   13.7  14.1  51.4  5.8   11.2  7.7    6.7    49.2  17.6  28.1  12.1  19.8  3.8    15.3   11.5   7.0    2.6  1.6  

代 288   14.9  14.2  47.6  5.9   10.1  6.3    5.9    28.5  11.5  25.3  19.1  31.3  2.8    22.6   12.5   8.3    2.8  1.7  

0歳代 364   19.8  15.1  56.0  10.2  15.9  7.7    5.5    17.0  6.0   27.7  28.0  25.8  3.3    19.5   8.5    8.8    0.5  0.8  

代 393   17.8  12.5  56.0  8.9   11.5  8.9    5.3    17.0  5.1   29.0  26.7  23.2  2.8    16.3   10.2   12.5   1.5  1.3  

0歳以上 234   19.7  14.5  52.1  6.4   14.1  8.1    6.8    13.7  4.7   32.5  25.2  21.8  2.1    15.4   8.1    9.8    1.7  1.3  

東部Ａ 128   18.8  10.9  48.4  8.6   14.1  6.3    2.3    29.7  9.4   23.4  23.4  25.8  3.1    21.9   9.4    9.4    0.8  -    

部Ｂ（田主丸） 120   20.0  12.5  48.3  5.8   15.8  8.3    3.3    22.5  6.7   28.3  20.0  23.3  2.5    21.7   10.8   6.7    3.3  2.5  

北部Ａ 161   16.1  16.8  56.5  8.7   13.0  6.2    6.8    23.6  8.7   26.7  23.0  20.5  3.7    18.0   9.3    7.5    3.1  1.2  

部Ｂ（北野） 118   16.9  9.3   56.8  11.0  11.9  9.3    4.2    25.4  9.3   28.8  21.2  16.9  2.5    15.3   9.3    5.9    2.5  2.5  

中央東部 227   15.0  15.9  51.5  7.5   9.3   11.5   8.4    32.6  7.0   29.5  20.3  23.8  4.0    17.6   10.1   5.7    1.8  0.4  

東部 187   16.0  15.0  53.5  8.0   11.2  7.5    5.3    23.5  10.7  25.1  21.9  26.2  1.6    17.6   9.1    11.2   0.5  1.6  

中央部 220   23.6  20.0  48.2  7.7   12.7  8.6    9.5    25.5  11.8  26.8  17.3  27.3  4.1    15.9   12.7   10.9   0.9  0.5  

央南部 297   15.5  15.8  53.9  5.7   12.1  8.1    6.7    24.2  9.8   27.6  23.2  28.6  3.0    13.8   13.5   10.4   2.7  0.7  

部 154   14.9  12.3  55.2  5.2   13.6  3.2    7.1    27.9  9.1   27.3  18.2  22.1  3.2    16.9   15.6   11.0   1.9  3.2  

部Ａ（城島） 74     12.2  5.4   41.9  9.5   8.1   4.1    5.4    25.7  4.1   28.4  24.3  31.1  1.4    25.7   8.1    12.2   2.7  5.4  

部Ｂ（三潴） 101   17.8  9.9   51.5  8.9   15.8  6.9    5.0    25.7  6.9   31.7  26.7  19.8  3.0    21.8   15.8   7.9    1.0  1.0  

ブ
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本

数
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票
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長期的な視点で、久留米市にはどのようなまちとなってほしいか　（％）

全  体

（カ 内は標本数）

性

別

年

齢

別

20歳

3

40歳

5

60歳

7

東

北

南

中

南西

西

西

ッコ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（％）

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

防災や防犯の行き届いた
安全・安心なまち

医療環境が充実したまち 安心して子育てができる
まち

魅力的な産業や仕事の
場が多いまち

福祉が充実したまち

52.0 27.5 26.1 24.6 21.4

男性：20歳代
防災や防犯の行き届いた
安全・安心なまち

安心して子育てができる
まち

魅力的な産業や仕事の
場が多いまち

N＝87 37.9 31.0 26.4

男性：30歳代
防災や防犯の行き届いた
安全・安心なまち

安心して子育てができる
まち

魅力的な産業や仕事の
場が多いまち

医療環境が充実したまち まちなみや景観の美しいま
ち

N＝132 48.5 41.7 27.3 23.5 15.9

男性：40歳代
防災や防犯の行き届いた
安全・安心なまち

魅力的な産業や仕事の
場が多いまち

道路や鉄道などの交通が整備

され、移動しやすいまち
安心して子育てができる
まち

医療環境が充実したまち

N＝150 46.0 36.0 26.0 25.3 23.3

男性：50歳代
防災や防犯の行き届いた
安全・安心なまち

魅力的な産業や仕事の
場が多いまち

四季おりおりの花・緑が楽しめる

まち／福祉が充実したまち

N＝161 55.3 28.6 21.1

男性：60歳代
防災や防犯の行き届いた
安全・安心なまち

医療環境が充実したまち 福祉が充実したまち 魅力的な産業や仕事の
場が多いまち

安心して子育てができるま
ち

N＝178 59.6 26.4 25.3 24.2 18.0

男性：70歳以上
防災や防犯の行き届いた
安全・安心なまち

福祉が充実したまち 医療環境が充実したまち 魅力的な産業や仕事の
場が多いまち

まちなみや景観の美しいまち／

道路や鉄道などの交通が整備さ

れ、移動しやすいまち

N＝113 52.2 29.2 28.3 25.7 18.6

女性：20歳代
防災や防犯の行き届いた
安全・安心なまち

安心して子育てができる
まち

魅力的な産業や仕事の
場が多いまち

市外からもよく知られ、好
感をもってみられるまち

道路や鉄道などの交通が整

備され、移動しやすいまち

N＝108 48.1 39.8 25.9 21.3 18.5

女性：30歳代
安心して子育てができる
まち

防災や防犯の行き届いた
安全・安心なまち

医療環境が充実したまち 教育環境が充実したまち 四季おりおりの花・緑が楽しめる

まち／道路や鉄道などの交通が

整備され、移動しやすいまち

N＝181 54.7 53.6 31.5 22.7 15.5

女性：40歳代
防災や防犯の行き届いた
安全・安心なまち

安心して子育てができる
まち

医療環境が充実したまち 魅力的な産業や仕事の
場が多いまち

福祉が充実したまち

N＝138 49.3 31.9 27.5 26.1 22.5

女性：50歳代
防災や防犯の行き届いた
安全・安心なまち

福祉が充実したまち 医療環境が充実したまち 魅力的な産業や仕事の
場が多いまち

四季おりおりの花・緑が楽し
めるまち

N＝203 56.7 33.5 32.0 23.6 18.7

女性：60歳代
防災や防犯の行き届いた
安全・安心なまち

医療環境が充実したまち 福祉が充実したまち 魅力的な産業や仕事の
場が多いまち

四季おりおりの花・緑が楽し
めるまち

N＝215 53.0 31.2 27.9 22.3 20.9

女性：70歳以上
防災や防犯の行き届いた
安全・安心なまち

医療環境が充実したまち 四季おりおりの花・緑が楽
しめるまち

福祉が充実したまち 魅力的な産業や仕事の場
が多いまち

N＝121 52.1 36.4 23.1 21.5 18.2

医療環境が充実したまち／市外からもよく知られ、好
感をもってみられるまち

医療環境が充実したまち／道路や鉄道などの交通
が整備され、移動しやすいまち

性
別
×

年
齢
別

全  体

N＝1,787

23.0

22.4

■性別・年齢別にみた久留米市の将来のまちの姿（上位５項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 



  平成２４年度 久留米市民意識調査報告書 

■定住意向別にみた久留米市の将来のまちの姿（上位５項目） 

◇久留米市外に住みたい人では、「防災や防犯の行き届いた安全・安心なまち」に次いで「魅力的な産業や仕

事の場が多いまち」「安心して子育てができるまち」「道路や鉄道などの交通が整備され、移動しやすいまち」

といった日常生活の基盤となるものを求めているようだ。 
（％）

１位 ２位 ３位 ４位 ５位
防災や防犯の行き届
いた安全・安心なまち

医療環境が充実した
まち

安心して子育てがで
きるまち

魅力的な産業や仕事
の場が多いまち

福祉が充実したまち

52.0 27.5 26.1 24.6 21.4

いま住んでいる
ところにこのまま
住み続けたい

防災や防犯の行き届
いた安全・安心なまち

医療環境が充実した
まち

安心して子育てがで
きるまち

福祉が充実したまち
魅力的な産業や仕事
の場が多いまち

Ｎ＝1,246 51.8 29.5 23.8 23.4 23.1

久留米市内の
別のところに
住みたい

防災や防犯の行き届
いた安全・安心なまち

安心して子育てがで
きるまち

医療環境が充実した
まち

Ｎ＝224 49.1 33.5 22.3

久留米市外に
住みたい

防災や防犯の行き届
いた安全・安心なまち

魅力的な産業や仕事
の場が多いまち

市外からもよく知ら
れ、好感をもってみら
れるまち

Ｎ＝72 52.8 25.0 16.7

わからない
防災や防犯の行き届
いた安全・安心なまち

安心して子育てがで
きるまち

魅力的な産業や仕事
の場が多いまち

医療環境が充実した
まち

道路や鉄道などの交
通が整備され、移動
しやすいまち

Ｎ＝225 55.6 32.9 30.7 25.8 17.8

27.2

魅力的な産業や仕事の場が多いまち／道路
や鉄道などの交通が整備され、移動しやす
いまち

定
住
意

向
別

全  体

Ｎ＝1,787

安心して子育てができるまち／道路や鉄道
などの交通が整備され、移動しやすいまち

22.2

+ 
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 Ⅱ－３ 久留米市のまちづくり 

 

（２）長期的な視点で力を入れて欲しい施策 

「労働・雇用対策」「防犯対策」「高齢者福祉の充実」が５割前後に上り高い。 

「行政改革の推進」は長期的な視点で重要視されている。 

問６ あなたは長期的な視点（今後 10 年程度）で見て、久留米市には特にどのようなことに力

を入れて欲しいと思いますか。以下にあげる、問１で聞いた１～33 の行政施策の中から、

あてはまるものをいくつでも選び、番号に○印をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆属性別特徴 

【性別】女性は「バリアフリー化対策」「高齢者福祉の充実」が男性より 10 ポイント前後高い。男性は女性に比べ

「広域幹線道路の整備」「企業の育成・誘致」が高くなっている。 

【年齢別】 

・「子育て支援体制の充実」は年齢の低い層で高く、30 歳代で第１位、20 歳代で第２位となっているが、年齢

が高い層では順位が下がる。反対に、60 歳以上で第１位の「高齢者福祉の充実」は、20 歳代で第６位、30 歳

代で第７位となっている。 

労働・雇用対策

防犯対策

高齢者福祉の充実

生活道路や側溝の整備

子育て支援体制の充実

防災対策

行政改革の推進

地域医療体制の充実

青少年の健全育成

企業の育成・誘致

広域幹線道路の整備

農業振興対策

公共交通網の整備

協働によるまちづくりの推進

消防・救急救命対策

商工業振興対策

健康づくり対策

バリアフリー化対策

四季のイベントの振興

環境美化対策

ごみ処理対策

障害者福祉の充実

生活排水処理の整備

公園や広場の整備・充実

スポーツ・レクリエーショ ン推進体制の充実

観光・コンベンションの振興

基本的人権確立施策の充実

水辺空間の整備

文化芸術活動の支援・充実

市民自らが進めるまちづくり活動の振興

大学や研究機関の整備

高度情報都市づくり

男女共同参画社会づくり施策の充実

51.8

49.5

47.5

41.4

40.1

34.4

31.6

29.9

29.3

27.4

26.2

25.9

25.7

25.3

23.5

22.7

22.4

21.5

21.3

21.1

20.9

20.8

19.6

18.7

15.4

15.3

12.9

12.8

12.4

11.4

8.8

8.4

7.8

03060
（％）

24.0

15.1

18.4

15.1

17.3

16.7

4.8

17.1

6.8

4.7

11.0

8.3

8.5

3.2

8.4

8.3

6.7

6.6

4.5

2.1

6.2

5.1

9.3

5.5

3.8

3.2

1.3

4.9

0.9

1.1

1.3

2.0

0.8

0 30 60
（％）

（N=1,787）
【回答はいくつでも】

（N=1,787）
【回答は３つまで】

【長期的な視点で力を入れて欲しいこと】 【問２．特に力を入れて欲しいこと】
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  平成２４年度 久留米市民意識調査報告書 

・「行政改革の推進」は、60 歳以上では第５位となっているが、20 歳代では 17 位にとどまる。 

【ブロック別】 

・西部Ａでは「公共交通網の整備」が４割を超えて第３位となっている。また、東部Ｂでは「農業振興対策」が４

割を超えており、第５位となっている。 

・東部Ｂ、北部Ｂ、西部Ａ、西部Ｂでは「生活排水処理の整備」が高く、特に西部Ａでは第５位に入っている。 
（左列：％／右列：順位）

項目 全体 男　性 女　性 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代

（27）労働・雇用 51.8 1 50.8 1 52.6 1 55.4 1 59.1 2 54.2 1 56.3 1 46.6 3 37.6 4
（７）防犯 49.5 2 48.6 2 50.3 3 44.6 3 52.4 3 50.3 2 52.5 2 51.1 2 41.5 3
（22）高齢者福祉 47.5 3 43.0 4 51.3 2 33.3 6 35.1 7 39.9 5 50.8 3 57.5 1 63.2 1
（２）生活道路 41.4 4 43.2 3 39.9 5 36.4 4 37.1 5 42.4 3 42.0 4 44.0 4 44.9 2
（17）子育て支援 40.1 5 37.8 5 42.1 4 54.4 2 64.9 1 41.3 4 33.8 7 28.5 9 23.1 18
（５）防災 34.4 6 34.7 6 34.1 6 33.8 5 37.4 4 31.6 7 39.8 5 31.6 6 30.3 6
（33）行政改革 31.6 7 34.6 7 29.1 8 23.6 17 27.5 9 32.6 6 34.1 6 33.6 5 35.5 5
（20）地域医療 29.9 8 29.1 11 30.5 7 26.2 13 36.7 6 27.1 10 31.6 8 29.3 8 25.6 16
（18）青少年の育成 29.3 9 31.4 10 27.4 9 27.7 11 34.2 8 25.7 11 29.4 9 31.3 7 24.8 17
（25）企業育成・誘致 27.4 10 31.5 9 23.8 15 24.1 16 26.8 10 30.6 8 27.5 12 27.2 10 26.9 10
（23）広域幹線道路 26.2 11 33.1 8 20.3 22 26.2 13 23.6 15 27.4 9 26.1 14 26.2 11 28.2 8
（26）農業振興 25.9 12 26.3 12 25.5 13 29.7 9 23.3 16 21.9 14 28.6 11 24.9 13 28.2 8
（30）公共交通網 25.7 13 24.8 13 26.5 11 27.7 11 26.2 12 21.9 14 27.2 13 25.2 12 26.9 10
（32）市民と行政の協働 25.3 14 24.5 15 26.0 12 28.7 10 21.7 19 23.6 13 29.4 9 23.2 18 26.5 13
（６）消防・救急 23.5 15 24.5 15 22.7 16 22.6 19 24.3 14 18.1 21 25.5 16 23.4 17 26.9 10
（24）商工業振興 22.7 16 24.6 14 21.0 20 20.5 21 22.0 18 25.3 12 24.5 17 21.9 19 20.5 20
（19）健康づくり 22.4 17 20.3 19 24.2 14 23.1 18 18.2 24 17.7 22 22.8 19 24.4 14 29.5 7
（11）バリアフリー 21.5 18 15.2 26 26.8 10 22.1 20 20.1 21 18.8 19 26.1 14 19.3 21 22.6 19
（１）四季のイベント 21.3 19 21.1 18 21.4 19 32.8 7 24.6 13 19.4 18 19.5 23 18.6 22 16.7 23
（８）環境美化 21.1 20 22.4 17 20.0 23 20.5 21 21.1 20 17.7 22 23.6 18 23.7 15 17.5 22
（９）ごみ処理 20.9 21 20.1 20 21.6 18 12.3 30 19.5 22 18.4 20 22.5 20 23.7 15 26.1 14
（21）障害者福祉 20.8 22 19.1 21 22.3 17 24.6 15 22.7 17 19.8 16 22.5 20 17.6 23 19.2 21
（４）生活排水 19.6 23 18.6 22 20.4 21 12.8 29 18.8 23 15.3 25 21.2 22 21.4 20 26.1 14
（10）公園広場 18.7 24 17.8 24 19.5 24 31.8 8 26.8 10 17.7 22 12.6 29 14.5 26 14.5 25
（16）スポーツ推進 15.4 25 18.5 23 12.8 26 20.5 21 16.6 26 19.8 16 15.9 24 11.7 30 9.8 31
（29）観光振興 15.3 26 15.1 27 15.5 25 19.0 24 17.3 25 13.5 26 13.2 28 16.0 24 14.1 26
（12）基本的人権 12.9 27 13.3 29 12.6 27 16.4 25 10.9 28 10.4 28 14.3 27 13.7 28 12.4 27
（３）水辺空間 12.8 28 15.8 25 10.2 29 13.8 27 13.4 27 12.2 27 14.6 26 12.0 29 10.7 30
（15）文化芸術 12.4 29 12.2 30 12.6 27 13.3 28 9.6 29 8.7 30 14.8 25 14.8 25 12.4 27
（14）まちづくり活動 11.4 30 13.5 28 9.6 30 10.8 33 8.3 31 9.0 29 9.9 30 14.5 26 16.2 24
（28）大学研究機関 8.8 31 10.4 32 7.5 32 12.3 30 5.8 33 6.6 32 9.3 31 8.7 31 12.0 29
（31）高度情報都市 8.4 32 10.5 31 6.6 33 11.8 32 8.6 30 7.3 31 8.2 32 7.4 32 8.5 33
（13）男女共同参画 7.8 33 8.0 33 7.6 31 15.4 26 7.0 32 4.5 33 7.1 33 6.6 33 9.4 32

項目 東部Ａ 東部B 北部Ａ 北部B 中央東部 南東部 中央部 中央南部 南西部 西部A 西部B

(27) 50.8 1 45.0 1 49.1 2 49.2 3 48.0 3 56.1 1 50.5 2 59.3 1 50.6 1 48.6 2 53.5 1
(7) 40.6 4 42.5 2 52.2 1 53.4 1 51.1 2 52.4 2 56.4 1 52.5 2 48.1 2 31.1 8 43.6 4

(22) 46.1 3 38.3 6 43.5 4 50.0 2 52.9 1 50.3 3 45.0 4 49.8 3 43.5 3 51.4 1 48.5 2
(2) 46.9 2 42.5 2 47.8 3 42.4 4 37.4 5 39.0 5 40.5 5 43.4 4 30.5 7 40.5 3 48.5 2

(17) 39.8 5 41.7 4 34.8 5 35.6 5 42.7 4 42.2 4 45.9 3 39.1 5 39.0 4 31.1 8 41.6 5
(5) 39.8 5 34.2 7 28.6 9 34.7 6 36.6 6 31.0 10 36.4 7 35.4 6 38.3 5 27.0 12 29.7 12

(33) 32.8 7 26.7 12 31.7 6 25.4 11 34.4 7 32.1 7 36.8 6 29.6 11 32.5 6 29.7 10 30.7 8
(20) 31.3 8 28.3 10 28.0 11 29.7 8 27.8 9 33.2 6 25.9 15 34.0 7 26.6 9 32.4 6 31.7 7
(18) 25.0 11 30.0 9 26.7 13 21.2 15 26.4 12 32.1 7 36.4 7 30.3 10 29.2 8 18.9 20 37.6 6
(25) 25.0 11 22.5 14 20.5 18 22.0 14 31.7 8 23.5 17 32.7 10 32.3 8 26.0 10 23.0 16 29.7 12
(23) 28.1 9 28.3 10 28.0 11 20.3 16 27.8 9 31.6 9 23.2 20 23.6 17 24.0 13 24.3 14 30.7 8
(26) 25.0 11 40.8 5 24.2 14 30.5 7 24.7 14 21.9 18 24.1 18 24.6 15 22.1 17 32.4 6 24.8 15
(30) 27.3 10 20.8 16 28.6 9 28.0 9 22.5 17 29.4 11 24.1 18 25.3 14 16.9 23 40.5 3 30.7 8
(32) 20.3 16 21.7 15 29.2 8 24.6 12 25.6 13 28.3 12 27.3 13 23.2 18 24.7 12 27.0 12 25.7 14
(6) 16.4 21 18.3 19 22.4 16 23.7 13 27.3 11 25.7 14 27.7 12 24.6 15 22.1 17 13.5 24 24.8 15

(24) 18.0 19 16.7 20 23.0 15 16.1 20 19.8 22 18.7 22 33.6 9 30.6 9 22.7 15 16.2 22 13.9 26
(19) 16.4 21 23.3 13 31.1 7 18.6 18 21.6 18 20.3 21 24.5 16 20.9 21 24.0 13 24.3 14 21.8 19
(11) 18.8 17 11.7 25 16.8 24 15.3 22 23.3 16 20.9 20 26.8 14 26.6 12 19.5 21 23.0 16 23.8 17
(1) 18.8 17 16.7 20 19.9 20 15.3 22 18.5 23 25.7 14 28.6 11 22.2 19 25.3 11 10.8 28 19.8 21
(8) 18.0 19 20.8 16 19.9 20 19.5 17 23.8 15 25.7 14 24.5 16 17.5 23 21.4 20 21.6 18 16.8 22
(9) 21.9 14 20.8 16 22.4 16 16.1 20 21.1 20 26.2 13 19.1 25 20.2 22 14.3 27 28.4 11 23.8 17

(21) 16.4 21 12.5 24 16.1 25 17.8 19 21.6 18 21.9 18 23.2 20 25.9 13 22.1 17 21.6 18 20.8 20
(4) 21.1 15 30.8 8 20.5 18 26.3 10 13.2 26 18.2 23 16.8 28 13.5 26 16.2 24 33.8 5 30.7 8

(10) 16.4 21 15.0 23 18.0 22 12.7 26 21.1 20 17.6 24 20.5 23 21.5 20 22.7 15 16.2 22 13.9 26
(16) 12.5 27 16.7 20 12.4 28 9.3 30 16.3 24 16.0 26 18.6 26 16.8 24 16.2 24 13.5 24 15.8 23
(29) 13.3 26 8.3 30 17.4 23 14.4 24 15.9 25 17.1 25 23.2 20 13.1 28 15.6 26 9.5 29 12.9 28
(12) 14.1 25 11.7 25 11.2 29 14.4 24 11.9 27 16.0 26 14.1 29 15.5 25 11.0 29 4.1 32 9.9 30
(3) 7.8 30 10.0 28 10.6 30 12.7 26 11.0 30 12.3 29 17.3 27 12.5 29 17.5 22 12.2 26 15.8 23

(15) 10.2 28 7.5 32 14.3 26 8.5 31 10.1 31 12.8 28 20.5 23 13.5 26 11.7 28 2.7 33 14.9 25
(14) 10.2 28 10.0 28 14.3 26 11.0 28 11.5 29 9.1 31 14.1 29 11.8 30 9.7 30 17.6 21 5.9 33
(28) 5.5 33 5.8 33 6.8 33 5.9 32 11.9 27 9.6 30 11.4 31 10.1 31 6.5 33 6.8 30 9.9 30
(31) 7.8 30 10.8 27 8.7 31 11.0 28 8.8 32 5.9 33 7.3 33 8.1 33 7.8 32 12.2 26 7.9 32
(13) 7.0 32 8.3 30 8.1 32 5.1 33 4.8 33 8.6 32 8.6 32 8.4 32 9.1 31 6.8 30 10.9 29

70歳以上
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■定住意向別にみた長期的な視点で力を入れて欲しい施策 

◇久留米市外に住みたい人では「防犯」が１位にあげられている。「労働・雇用」より「高齢者福祉」や「生活道

路」を重視する傾向にある。 

 （左列：％／右列：順位）

項目 全体
いま住んでいる

ところにこのま

ま住み続けたい

久留米市内の

別のところに

住みたい

久留米市外に

住みたい
わからない

（27）労働・雇用 51.8 1 50.4 1 57.1 1 41.7 4 58.7 1
（７）防犯 49.5 2 48.2 3 48.2 2 54.2 1 56.4 2
（22）高齢者福祉 47.5 3 49.5 2 41.5 4 44.4 2 44.0 4
（２）生活道路 41.4 4 41.7 4 41.1 5 43.1 3 40.4 5
（17）子育て支援 40.1 5 38.0 5 47.3 3 37.5 5 46.7 3
（５）防災 34.4 6 33.4 6 36.2 6 29.2 8 39.1 6
（33）行政改革 31.6 7 32.4 7 31.3 7 26.4 10 28.9 9
（20）地域医療 29.9 8 29.7 9 28.6 9 25.0 12 32.9 7
（18）青少年の育成 29.3 9 29.9 8 28.6 9 25.0 12 27.6 10
（25）企業育成・誘致 27.4 10 25.8 12 28.1 11 34.7 6 32.4 8
（23）広域幹線道路 26.2 11 25.7 13 26.3 13 30.6 7 27.6 10
（26）農業振興 25.9 12 26.8 10 22.8 15 20.8 16 26.2 13
（30）公共交通網 25.7 13 24.6 14 29.9 8 27.8 9 26.7 12
（32）市民と行政の協働 25.3 14 26.5 11 21.9 16 20.8 16 24.0 16
（６）消防・救急 23.5 15 22.7 16 27.2 12 18.1 21 25.3 14
（24）商工業振興 22.7 16 22.3 17 21.0 19 26.4 10 25.3 14
（19）健康づくり 22.4 17 23.4 15 21.4 18 18.1 21 20.4 20
（11）バリアフリー 21.5 18 21.3 21 25.4 14 12.5 28 21.3 19
（１）四季のイベント 21.3 19 22.3 17 20.1 21 19.4 19 17.8 23
（８）環境美化 21.1 20 21.4 20 18.8 23 22.2 15 21.8 18
（９）ごみ処理 20.9 21 21.9 19 18.3 24 18.1 21 19.6 21
（21）障害者福祉 20.8 22 20.3 22 21.9 16 20.8 16 23.1 17
（４）生活排水 19.6 23 20.0 23 19.6 22 25.0 12 14.7 27
（10）公園広場 18.7 24 18.5 24 21.0 19 16.7 24 18.2 22
（16）スポーツ推進 15.4 25 15.1 26 15.2 25 19.4 19 16.4 24
（29）観光振興 15.3 26 16.0 25 10.7 28 16.7 24 15.1 25
（12）基本的人権 12.9 27 12.8 28 13.4 26 12.5 28 13.3 29
（３）水辺空間 12.8 28 12.1 29 12.1 27 16.7 24 15.1 25
（15）文化芸術 12.4 29 13.2 27 6.7 33 16.7 24 13.3 29
（14）まちづくり活動 11.4 30 11.5 30 10.3 29 5.6 33 14.2 28
（28）大学研究機関 8.8 31 9.4 31 7.1 32 8.3 32 7.6 33
（31）高度情報都市 8.4 32 7.6 32 9.4 30 9.7 31 11.6 31
（13）男女共同参画 7.8 33 6.6 33 9.4 30 11.1 30 11.1 32
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３－４ まちづくりへの市民参加 

（１）まちづくり計画策定への参加意向 

「参加しようと思う」が 44.6％。 

３０歳代から５０歳代の現役世代で参加意向が比較的高い。 

問７ 久留米市では今後、長期的な視点に立った総合的なまちづくりの計画をつくるにあたり、

市民の皆さんと連携して進めていきたいと考えています。このことについて、あなたは、次

の〔Ａ〕、〔Ｂ〕のどちらの意見に近いですか。（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

20歳代 （N=195）

30歳代 （N=313）

40歳代 （N=288）

50歳代 （N=364）

60歳代 （N=393）

70歳以上 （N=234）

12.8

8.9

9.0

7.4

12.0

12.8

30.8

40.3

39.6

40.9

29.3

21.8

37.4

33.2

34.4

35.2

36.9

32.1

17.4

15.0

14.6

14.8

19.1

25.2

1.5

2.6

2.4

1.6

2.8

8.1

Ａに近い ややＡに近い ややＢに近い Ｂに近い 無回答

年
齢
別

10.2 34.4 34.9 17.4 3.0

0% 25% 50% 75% 100%
〔Ａ〕

自分も何らかの形で
参加したいと思う

〔B〕
参加しようとは

思わない

（N=1,787） 
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◆属性別特徴 

【性別】女性は男性より「参加しようとは思わない」割合がやや高い。 

【性別・年齢別】30 歳代男性、40 歳代女性では『参加したい』が５割を超えている。60 歳以上の女性では『参加し

ようとは思わない』が６割を超える。 

【ブロック別】北部Ｂ、中央東部では『参加したい』が４割に満たない。 

 

「

自

分

も

何
ら

か

の

形

で

参

加

し
た

い

と

思

う
」

に

近
い

「

自

分

も

何
ら

か

の

形

で

参

加

し
た

い

と

思

う
」

に

や
や

近

い

「

参

加

し

よ
う

と

は

思

わ

な

い
」

に

や

や

近

い

「

参

加

し

よ
う

と

は

思

わ

な

い
」

に

近

い

無

回

答

『

参

加

し

た
い
』

『

参

加

し

よ
う

と

は

　

思

わ

な

い
』

100.0    10.2       34.4       34.9       17.4       3.0       44.6      52.3      

1,787)(  183)(      615)(      624)(      311)(      54)(      798)(     935)(     

男性 821      11.9       35.0       31.9       17.8       3.4       46.9      49.7      

女性 966      8.8        34.0       37.5       17.1       2.7       42.8      54.6      

男性：20歳代 87        11.5       32.2       33.3       20.7       2.3       43.7      54.0      

男性：30歳代 132      11.4       40.9       26.5       18.2       3.0       52.3      44.7      

男性：40歳代 150      10.7       36.0       32.7       17.3       3.3       46.7      50.0      

男性：50歳代 161      9.9        37.3       36.0       14.9       1.9       47.2      50.9      

男性：60歳代 178      13.5       33.1       33.1       16.9       3.4       46.6      50.0      

男性：70歳以上 113      15.0       28.3       28.3       21.2       7.1       43.3      49.5      

女性：20歳代 108      13.9       29.6       40.7       14.8       0.9       43.5      55.5      

女性：30歳代 181      7.2        39.8       38.1       12.7       2.2       47.0      50.8      

女性：40歳代 138      7.2        43.5       36.2       11.6       1.4       50.7      47.8      

女性：50歳代 203      5.4        43.8       34.5       14.8       1.5       49.2      49.3      

女性：60歳代 215      10.7       26.0       40.0       20.9       2.3       36.7      60.9      

女性：70歳以上 121      10.7       15.7       35.5       28.9       9.1       26.4      64.4      

東部Ａ 128      7.8        40.6       30.5       19.5       1.6       48.4      50.0      

東部Ｂ（田主丸） 120      5.8        35.0       39.2       16.7       3.3       40.8      55.9      

北部Ａ 161      9.3        37.9       32.3       17.4       3.1       47.2      49.7      

北部Ｂ（北野） 118      10.2       25.4       39.8       22.9       1.7       35.6      62.7      

中央東部 227      7.9        31.7       41.0       17.2       2.2       39.6      58.2      

南東部 187      11.8       32.1       32.1       19.8       4.3       43.9      51.9      

中央部 220      10.5       38.2       37.7       10.0       3.6       48.7      47.7      

中央南部 297      11.1       37.0       29.6       18.9       3.4       48.1      48.5      

南西部 154      11.7       35.1       34.4       15.6       3.2       46.8      50.0      

西部Ａ（城島） 74        16.2       28.4       35.1       16.2       4.1       44.6      51.3      

西部Ｂ（三潴） 101      12.9       28.7       35.6       20.8       2.0       41.6      56.4      

ブ

ロ

ッ
ク

別

性

別
×

年

齢

別

　

標

本

数
（

票
）

全  体

（カッコ内は標本数）

性
別

まちづくり計画を市民と連携して進めていくことについて　（％）
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（２）まちづくり計画策定への参加方法 

具体的な参加の方法は「アンケートへ意見を出す」人が約６割。 

問7付問1  問７で １または２ に回答した人に  あなたは、まちづくりの計画をつくる際に、

どのような形で参加したいと思いますか。次の中からあてはまるものを２つまで選び、

番号に○印をつけてください。 

 

意識調査などのアンケートの機会に意見を出す

自治会や各種団体など既存組織を通じて、意見を出す

シンポジウムや研修会に参加する

手紙や電話、電子メールなどで提案や意見を出す

事業や計画などの説明会や対話集会に参加し、意見を出す

審議会や委員会等の委員になり、計画づくりの作業に参加する

その他

58.0

26.7

23.3

17.9

14.3

7.0

1.3

0 40 （％）

（n=798）
【回答は２つまで】

80
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

－54－ 
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－55－ 

◆属性別特徴 

【性別】男性は「既存組織を通じて意見を出す」「説明会等に参加し意見を出す」が女性に比べ高く、女性では

「アンケートの機会に意見を出す」が男性より高い。 

【性別・年齢別】 

・「シンポジウム等に参加する」は 50 歳代、60 歳代の女性で３割代半ばと高いが、20 歳代、30 歳代、70 歳以

上の女性では１割台と低くなっている。 

・「アンケートの機会に意見を出す」は男性では 20 歳代、女性では 20 歳代、30 歳代で比較的高く、特に 20 歳

代、30 歳代の女性では８割前後に上る。 

・「既存組織を通じて意見を出す」は 70 歳以上男性と 60 歳代女性で４割台と高くなっている。 

・「電子メールなどで意見を出す」は 40 歳代男性と 20 歳代女性で比較的高く、３割前後に上る。 

・「説明会等に参加し意見を出す」は男女とも年齢が高い層で比較的高くなっている。 

【ブロック別】 

・「シンポジウム等に参加する」は北部Ｂでやや高い。 

・「既存組織を通じて意見を出す」は南西部、東部Ａでやや高く、中央南部、北部Ｂでは低い。 

・「説明会等に参加して意見を出す」は西部Ａで高くなっている。 

 

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

や
研

修

会

に

参

加

す

る

意

識

調

査

な

ど

の
ア

ン

ケ
ー

ト

の

機

会

に
意

見

を

出

す

自

治

会

や

各

種

団
体

な

ど

既

存

組

織

を

通

じ
て
、

意

見

を

出

す

手

紙

や

電

話
、

電
子

メ
ー

ル

な

ど

で

提

案

や
意

見

を

出

す

事

業

や

計

画

な

ど
の

説

明

会

や

対

話

集

会

に
参

加

し
、

意

見

を

出

す

審

議

会

や

委

員

会
等

の

委

員

に

な

り
、

計

画
づ

く

り

の

作

業

に

参

加

す
る

そ

の

他

無

回

答

100.0   23.3      58.0      26.7      17.9      14.3      7.0       1.3       1.6       

798)(   186)(     463)(     213)(     143)(     114)(     56)(      10)(      13)(      

男性 385     22.1      50.6      30.4      17.9      19.7      9.1       0.8       1.3       

女性 413     24.5      64.9      23.2      17.9      9.2       5.1       1.7       1.9       

男性：20歳代 38       18.4      65.8      21.1      18.4      5.3       5.3       2.6       2.6       

男性：30歳代 69       24.6      58.0      21.7      21.7      13.0      10.1      1.4       -          

男性：40歳代 70       17.1      44.3      25.7      34.3      18.6      8.6       -          -          

男性：50歳代 76       22.4      42.1      32.9      18.4      22.4      11.8      1.3       -          

男性：60歳代 83       24.1      49.4      34.9      6.0       22.9      9.6       -          4.8       

男性：70歳以上 49       24.5      53.1      44.9      8.2       32.7      6.1       -          -          

女性：20歳代 47       10.6      83.0      6.4       27.7      8.5       4.3       -          -          

女性：30歳代 85       15.3      78.8      9.4       24.7      7.1       3.5       3.5       -          

女性：40歳代 70       24.3      67.1      27.1      18.6      10.0      2.9       -          1.4       

女性：50歳代 100     34.0      59.0      26.0      17.0      4.0       5.0       1.0       4.0       

女性：60歳代 79       35.4      45.6      41.8      6.3       11.4      8.9       1.3       2.5       

女性：70歳以上 32       12.5      62.5      21.9      15.6      25.0      6.3       6.3       3.1       

東部Ａ 62       19.4      62.9      33.9      12.9      16.1      8.1       -          1.6       

東部Ｂ（田主丸） 49       18.4      61.2      28.6      14.3      22.4      6.1       -          -          

北部Ａ 76       21.1      56.6      31.6      15.8      6.6       9.2       2.6       -          

北部Ｂ（北野） 42       31.0      52.4      19.0      11.9      9.5       4.8       2.4       4.8       

中央東部 90       25.6      55.6      26.7      20.0      15.6      5.6       -          1.1       

南東部 82       26.8      57.3      26.8      14.6      11.0      3.7       1.2       1.2       

中央部 107     22.4      59.8      25.2      23.4      12.1      8.4       0.9       0.9       

中央南部 143     24.5      60.8      18.9      21.0      14.0      7.0       0.7       2.1       

南西部 72       19.4      56.9      34.7      20.8      11.1      11.1      2.8       2.8       

西部Ａ（城島） 33       24.2      51.5      24.2      21.2      30.3      6.1       3.0       3.0       

西部Ｂ（三潴） 42       23.8      54.8      31.0      9.5       23.8      4.8       2.4       2.4       

ブ

ロ

ッ
ク

別

　

標

本

数
（

票
）

どのような形で参加したいか　（％）

全  体

（カッコ内は標本数）

性
別

性

別

×

年

齢

別
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（３）まちづくり計画策定へ参加しようと思わない理由 

まちづくり計画に参加しようと思わない理由は「時間的な余裕がないから」が第１位。 

「興味はあるがどのように参加したらいいかわからない」人も約４分の１。 

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

無

回

答

100.0 12.7    49.4    21.6    13.3    3.0     

935)( 119)(   462)(   202)(   124)(   28)(    

時間的な余裕がないから 530   11.3    53.8    23.2    10.8    0.9     

負担が大きそうだから 277   14.1    52.3    23.5    7.9     2.2     

興味はあるが、どのように参加したらいいかわからないから 223   12.6    50.2    24.7    10.3    2.2     

選挙で選ばれた人にまかせているから 57    21.1    57.9    15.8    3.5     1.8     

興味がないから 116   8.6     41.4    19.8    26.7    3.4     

そもそも行政がすべきものだから 128   13.3    50.8    16.4    16.4    3.1     

その他 80    15.0    40.0    17.5    22.5    5.0     

無回答 11    18.2    18.2    9.1     36.4    18.2    

　

標

本

数
（

票
）

問16．市民への情報提供が十分に

行われているか （％）

全  体

（カッコ内は標本数）

参

加

し

よ

う

と

思

わ

な

い

理

由

問７付問２  問７で ３または４ に回答した人に  あなたが、まちづくりの計画をつくる際に、

参加しようとは思わない理由について、次の中からあてはまるものを２つまで選び、

番号に○印をつけてください。 

 

 

時間的な余裕がないから

負担が大きそうだから

興味はあるが、どのように参加したらいいかわからないから

そもそも行政がすべきものだから

興味がないから

選挙で選ばれた人にまかせているから

その他

56.7

29.6

23.9

13.7

12.4

6.1

8.6

0 40 （％）

（n=935）
【回答は２つまで】

80

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■参加しようと思わない理由別にみた市政情報発信の評価 

◇「興味がないから」と回答した人で市民への情報の提供が不十分と感じている人が相対的に多い。「時間的

余裕がない」「負担が大きそう」「どのように参加したらいいかわからない」人も「どちらかといえばそう思わな

い」が２割を超えている。 
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◆属性別特徴 

【性別】男性は「興味がないから」「行政がすべきものだから」が女性より高く、女性は「負担が大きそうだから」

「どのように参加したらいいかわからないから」が男性に比べて高い。 

【性別・年齢別】 

・「時間的な余裕がないから」は 30 歳代、40 歳代の男性と 40 歳代以下の女性で７割を超えている。 

・「負担が大きそうだから」は 60 歳代男性、50 歳代、60 歳代の女性でやや高い。 

・「どのように参加したらいいかわからないから」は 50 歳代女性で高い。 

・「興味がないから」は 20 歳代男性で高く、36.2％に上っている。 

【ブロック別】 

・「時間的な余裕がないから」は東部Ｂ、西部Ｂ、南西部で６割を超えている。 

・「負担が大きそうだから」は北部Ｂと中央部でやや高い。 

・「興味がないから」は東部Ａで 25.0％と高くなっている。 

 

時

間

的

な

余

裕

が

な

い

か

ら

負

担

が

大

き

そ

う

だ

か

ら 興

味

は

あ

る
が
、

ど

の

よ

う

に

参

加
し

た

ら

い

い

か

わ

か

ら
な

い

か

ら

選

挙

で

選

ば
れ

た

人

に

ま

か

せ

て

い
る

か

ら

興

味

が

な

い
か

ら

そ

も

そ

も

行

政

が

す

べ

き

も

の

だ

か

ら

そ

の

他

無

回

答

100.0   56.7     29.6     23.9     6.1      12.4     13.7     8.6      1.2      

935)(   530)(    277)(    223)(    57)(     116)(    128)(    80)(     11)(     

男性 408     56.4     25.2     21.1     6.9      16.4     18.4     7.4      1.2      

女性 527     56.9     33.0     26.0     5.5      9.3      10.1     9.5      1.1      

男性：20歳代 47       61.7     14.9     17.0     4.3      36.2     12.8     8.5      2.1      

男性：30歳代 59       76.3     16.9     23.7     8.5      13.6     11.9     5.1      1.7      

男性：40歳代 75       73.3     22.7     14.7     2.7      17.3     9.3      4.0      1.3      

男性：50歳代 82       67.1     28.0     17.1     11.0     6.1      24.4     4.9      -         

男性：60歳代 89       38.2     34.8     27.0     5.6      19.1     21.3     11.2     1.1      

男性：70歳以上 56       21.4     26.8     26.8     8.9      12.5     28.6     10.7     1.8      

女性：20歳代 60       75.0     31.7     20.0     1.7      16.7     8.3      6.7      -         

女性：30歳代 92       71.7     32.6     22.8     1.1      12.0     10.9     9.8      -         

女性：40歳代 66       72.7     21.2     27.3     1.5      6.1      7.6      4.5      1.5      

女性：50歳代 100     63.0     37.0     33.0     5.0      8.0      8.0      5.0      2.0      

女性：60歳代 131     41.2     37.4     27.5     12.2     9.2      11.5     6.9      0.8      

女性：70歳以上 78       30.8     32.1     21.8     6.4      5.1      12.8     25.6     2.6      

東部Ａ 64       53.1     26.6     20.3     6.3      25.0     17.2     7.8      -         

東部Ｂ（田主丸） 67       64.2     34.3     11.9     4.5      7.5      16.4     6.0      1.5      

北部Ａ 80       57.5     26.3     25.0     5.0      10.0     13.8     12.5     -         

北部Ｂ（北野） 74       43.2     37.8     18.9     8.1      16.2     16.2     8.1      -         

中央東部 132     58.3     28.8     25.8     5.3      13.6     13.6     9.8      0.8      

南東部 97       53.6     29.9     28.9     5.2      9.3      11.3     8.2      1.0      

中央部 105     59.0     37.1     26.7     2.9      7.6      12.4     5.7      1.0      

中央南部 144     55.6     24.3     25.0     7.6      11.1     16.7     12.5     1.4      

南西部 77       62.3     24.7     22.1     3.9      16.9     10.4     6.5      2.6      

西部Ａ（城島） 38       52.6     28.9     21.1     13.2     13.2     13.2     5.3      2.6      

西部Ｂ（三潴） 57       63.2     29.8     29.8     10.5     10.5     7.0      5.3      3.5      

　

標

本

数
（

票
）

参加しようと思わない理由　（％）

全  体

（カッコ内は標本数）

性
別

性

別
×

年

齢

別

ブ

ロ

ッ
ク

別
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考 察 ― 久留米市のまちづくり ― 

 

●久留米市への定住意向：今年度の「久留米市に住み続けたい」人は過去最多になり、８割を 
えた 超

■「久留米市に住み続けたい」と回答した人の割合（経年比較）■

79.1 

72.1 

76.0 

73.1 

82.2 

65

70

75

80

85

Ｓ59年度 Ｈ13年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

(%)

久留米市への定住意向に関する調査は、昭和 59 年、平成 13 年、平成 22 年、平成 23 年にも

行われているので、それらの調査結果を比較してみていこう。昭和 59 年の調査で「今後も久留

米市に住み続けたい」は 79.1％、平成 13 年

の調査で「一生住み続けたい・できれば住み

続けたい」との回答は 72.1％、平成 22 の調

査で「久留米市に住み続けたい（「市内の別の

場所に住みたい」を含む）」(以後「久留米市

に住み続けたい」と表記)は 76.0％、平成 23

年の調査で「久留米市に住み続けたい」は

73.1％であり、今回の調査では「久留米市に

住み続けたい」が 82.2％であった。同じ設問

文ではないので厳密に比較できないが、「住み続けたい」の割合は増減を繰り返し、今回は 9.1％

増加し、初めて８割を超えて昭和 59 年より高い水準になっている。 

属性別特徴をみてみよう。年齢が高い層ほど「久留米市に住み続けたい」と回答した人が多

くなり、70 歳以上では９割を超えている。少数派ではあるが、「わからない」あるいは「久留

米市外に住みたい」の割合は、年齢が低い層ほど高くなっている。 

居住年数をみると、居住年数が 10 年未

満では「久留米市に住み続けたい」が

62.9％であるのに対して、10 年以上では

85.1％となり、居住年数が長いほど定住

意向が高くなる傾向がみられる。反対に、

居住年数が短いほど定住意向が低くなる

とも言える。 

■久留米市への定住意向■

久

留

米

市

に

住

み

続

け

た

い

久

留

米

市

外

に

住

み

た

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

100.0   82.2     4.0      12.6    1.1      

1,787)( 1,470)( 72)(     225)(   20)(     

男性 821     82.7     3.8      12.5    1.0      

女性 966     81.9     4.2      12.6    1.2      

20歳代 195     62.6     7.7      28.7    1.0      

30歳代 313     76.4     5.8      16.6    1.3      

40歳代 288     79.9     4.2      16.0    -        

50歳代 364     87.1     2.5      9.6      0.8      

60歳代 393     87.1     3.8      7.6      1.5      

70歳以上 234     94.0     1.3      2.6      2.1      

10年未満 224     62.9     8.0      28.1    0.9      

10年以上 1,553   85.1     3.5      10.3    1.1      

無回答 10       70.0     -        20.0    10.0    

持ち家 1,329   84.3     3.5      11.2    1.0      

借家・賃貸住宅等 458     76.4     5.5      16.6    1.5      

住

居

形

態

全  体

（カッコ内は標本数）

性

別

年

齢

別

標

本

数
（

票
）

久留米市への定住意向　（％）

居

住

年

数

別

住居形態をみてみると、持ち家では「久

留米市に住み続けたい」と回答した人が

84.3％であるのに対して、借家・賃貸住

宅等では 76.4％と、定住意向は借家・賃

貸住宅等より持ち家の方が高い。しかし、

他の属性ほど大きな差は出ていない。借

家・賃貸住宅等では「久留米市内の別の

ところに住みたい」が 22.3％と高く、

「わからない」も 16.6％いることから、住居形態が借家・賃貸住宅である場合に転出の可能性

が考えられる。 

これらのことから、平成 16 年以降転出超過になり、毎年１万人以上転出している久留米市に
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おいて、定住人口を増やしていくためには、借家・賃貸住宅に居住している層、居住年数の短

い層及び若年層等へ本市に住み続けたいと思わせるための、何かが必要であろう。 

 

●定住意向には「交通の便」「買い物等日常生活」と「自然災害」が重要な要素となっている 
その何かを探るために「いま住んでいるところにこのまま住み続けたい」理由と「別の場所

に移りたい」理由を掘り下げてみる。「いま住んでいるところにこのまま住み続けたい」理由で

１位になったのは「住みなれているので」(53.6％)であり、「居住年数が長いほど定住意向が高

くなる」という上記の仮説と一致する。２位は「買い物等日常生活に便利なので」(37.6％)、

３位が「交通の便がよいので」(33.6％)、４位は「地震や水害など自然災害が少なく安全なの

で」(32.8％)となっている。一方、「別の場所に移りたい」理由で１位になったのは「交通の便

が悪いので」(35.5％)で、２位が「買い物等日常生活に不便なので」(29.4％)、３位が「地域

に愛着がないので」(23.3％)、４位は「地震や水害など自然災害が不安なので」(17.2％)となっ

ている。これら上位の理由の「買い物等日常生活に便利なので」と「買い物等日常生活に不便

なので」、「交通の便がよいので」と「交通の便が悪いので」、「地震や水害など自然災害が少な

く安全なので」と「地震や水害など自然災害が不安なので」は、すべて対になっており、住み

続けたいと思えるかどうかに「交通の便」、「買い物等の日常生活」、「地震や水害など自然災害」

が重要な判断基準になっていると言える。 

次に上位にあげられた理由の属性別特徴をみてみよう。「いま住んでいるところにこのまま

住み続けたい」ならびに「別の場所に移りたい」と回答した人の理由は、「交通の便」、「買い物

等の日常生活」、「地震や水害など自然災害」等の空間的要因に影響を受けやすい項目であるた

め、中央部で買い物や交通の便など生活の利便性が高い等、ブロック別で目立った傾向がみら

れると予想したが、性別や年齢別、住居形態別等の属性別でも特徴がみられた（P.41,43）。こ

のことから、定住意向は空間要因だけでなく市民の性別・年齢・住居形態等の属性独自のニー

ズとの組み合わせによって影響が出ていることが理解できる。 

■住居形態別にみた住み続けたい理由（上位５項目）■
（％）

順位

1位 住みなれているので 55.9 交通の便がよいので 46.8

2位
買い物等日常生活に便
利なので

35.3
買い物等日常生活に便
利なので

46.8

3位
地震や水害など自然災
害が少なく安全なので

33.9 住みなれているので 44.4

4位 交通の便がよいので 30.4
地震や水害など自然災
害が少なく安全なので

28.6

5位 緑や自然が豊かなので 28.5 医療の心配が少ないので 24.6

持ち家 借家・賃貸住宅等

ここで、住居形態別をとりあげてみよう。「いま住んでいるところにこのまま住み続けたい」

人が「交通の便」、「買い物等の日常生活」を選択する割合は、「持ち家」より「借家・賃貸住宅」

の方が高くなっている。また、「別の場

所に移りたい」人が「交通の便」ある

いは「買い物等の日常生活」を選択す

る割合が、「借家・賃貸住宅」より「持

ち家」の方が高くなっている。つまり、

「持ち家」がもともと住んでいるとこ

ろなので選択できていない可能性が高

いのに対して、「借家・賃貸住宅」の方

が交通の便がよくて買い物等の日常生

活に便利なところを選択して住んでいる可能性が高い。また、「借家・賃貸住宅」から「持ち家」

に変わる時に交通の便が多少悪くても、買い物等の日常生活に多少不便でも、限られた予算の

中で「持ち家」を選択しているのかもしれない。 
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●久留米市の 10 年間の評価：この 10 年間で久留米市は「良くなってきている」22.3％、「悪く

ってきている」24.2％、「変わらない」32.5％ な

「久留米市は、全体としてこの 10 年間で、良くなってきていると思いますか。それとも悪く

なってきていると思いますか。」の質問に対して、「良くなってきている」(22.3％)より「悪く

なってきている」(24.2％)の方が若干多くなっている。また、「変わらない」が 32.5％であっ

た。 

■「良くなってきている」人の満足度の高い５項目■

順位
「良くなってきている」人の

満足度
全体の満足度

１位 四季のイベントの振興 四季のイベントの振興

２位 地域医療体制の充実 地域医療体制の充実

３位 ごみ処理対策 消防・救急救命対策

４位 生活排水処理の整備 健康づくり対策

５位 環境美化対策 ごみ処理対策

■「悪くなってきている」人の不満度の高い５項目■

順位
「悪くなってきている」人の

不満度
全体の不満度

１位 労働・雇用対策 労働・雇用対策

２位 バリアフリー化対策 商工業振興対策

３位 生活道路や側溝の整備 企業の育成・誘致

４位 商工業振興対策 行政改革の推進

５位 防犯対策 バリアフリー化対策

｢良くなってきている｣を選択した人の満足度の高

い行政施策と｢悪くなってきている｣を選択した人の

不満度の高い行政施策（P.45）と行政施策の満足度

(問１Ｂ)の高い５項目および不満度の高い５項目と

を比較することで、久留米市の 10 年間の評価をどの

ような要因で評価しているのかを探っていく。｢良く

なってきている｣を選択した人の満足度の高い５項

目の中で全体の満足度の高い５項目に入っていな

かったのは、「生活排水処理の整備」と「環境美化対

策」であり、この二つが上位５位に入った影響で上位５位から順位を下げた項目は「消防・救

急救命対策」と「健康づくり対策」である。久留米市の 10 年間の評価で｢良くなってきている｣

と評価した人の満足度は、「消防・救急救命対策」と「健康づくり対策」より「生活排水処理の

整備」と「環境美化対策」の方が高いと言える。一方、｢悪くなってきている｣を選択した人の

不満度の高い５項目の中で全体の不満度の高い５項

目に入っていなかったのは、「生活道路や側溝の整

備」と「防犯対策」であり、この二つが上位５位に

入った影響で上位５位から順位を下げた項目は「企

業の育成・誘致」と「行政改革の推進」である。久

留米市の 10 年間の評価で｢悪くなってきている｣と

評価した人の不満度は、「企業の育成・誘致」と「行

政改革の推進」より「生活道路や側溝の整備」と「防

犯対策」の方が高いと言える。 

次に定住意向との関係をみてみる。「良くなってきている」の割合が定住意向の高い人ほど高

い。反対に「悪くなってきている」は、久留米市外に住みたい人で 34.7％と高くなっている。

この結果から、久留米市が「悪くなってきている」および「変わらない」と思っている人に「良

くなってきている」と思わせることが、久留米市からの転出を食い止めるポイントになってい

るようである。特に｢良くなってきている｣を選択した人の満足度の高い５項目を継続して伸ば

しつつ、｢悪くなってきている｣を選択した人の不満度の高い５項目を改善することが必要であ

る。しかし、｢悪くなってきている｣を選択した人の不満度の高い５項目の中には、「労働・雇用

対策」と「商工業振興対策」のように久留米市だけでは成果を出しにくい項目や、「防犯対策」

のように犯罪認知件数が減少して安全な状態になっていても主観的に安心できないことが理由

で不満度が高い項目もあり、関係機関との連携等、施策を進める上での工夫が必要である。 
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●久留米市の将来像: 「防災や防犯の行き届いた安全･安心なまち」が、市民の考える将来像の 
心となっている 中

■久留米市の将来のまちの姿（上位５項目）と重要度・満足度の領域■

順位

【領域Ａ】
重要度：高い

満足度：低い

◇今後改善の

優先度が高い

【領域Ｃ】
重要度：高い

満足度：高い

◇引き続き充実

が求められる

1位
防災や防犯の行き届いた安全・

安心なまち
（52.0%）

(7)防犯

(5)防災

2位 医療環境が充実したまち （27.5%）

(20)地域医療

(6)消防・救急

(19)健康づくり

3位 安心して子育てができるまち （26.1%）
(17)子育て支援

(18)青少年の育成

4位
魅力的な産業や仕事の場が

多いまち
（24.6%） (27)労働・雇用

5位 福祉が充実したまち （21.4%）
(22)高齢者福祉

(11)バリアフリー

項　目

長期的な視点で見て、久留米市にはどのようなまちとなって欲しいか(問５)という質問に対

して、１位の「防災や防犯の行き届いた安全･安心なまち」が 52.0％と過半数を超えている。

これは、防災と防犯を合わせた選択肢になっていることも影響していると考えられるが、その

影響を考慮しても高い数値であり、久留米市の将来像の中心になっていると言える。２位「医

療環境が充実したまち」(27.5％)、３位「安心して子育てができるまち」(26.1％)、４位「魅

力的な産業や仕事の場が多いまち」(24.6％)、５位「福祉が充実したまち」(21.4％)までが２

割以上となっている。これらの

５項目のうち４項目は、１章で

言及した行政ニーズの高い領域

Ａの項目をほとんど含んでいる。

具体的には、「防災や防犯の行

き届いた安全･安心なまち」が

「(7)防犯」と「(5)防災」、「安

心して子育てができるまち」が

「(17)子育て支援」と「(18)青

少年の育成」、「魅力的な産業や

仕事の場が多いまち」が「(27)

労働・雇用」、「福祉が充実した

まち」が「(22)高齢者福祉」と「(11)バリアフリー」を含んでいる。唯一含まれていない項目

は「医療環境が充実したまち」であり、引き続き充実が望まれる領域Ｃの「(20)地域医療」「(6)

消防・救急」「(19)健康づくり」を含んでいる。 

上位５項目のうち領域Ａの４項目は満足していないが重要であり、さらに長期的な視点から

見ても重要であると意識されており、その不満の改善されたまちを市民は望んでいると解釈で

きる。ただし、医療環境については、満足しているが命にかかわる重要な事項であるから短期

的にも長期的にも重要であり、久留米市の特徴としてよりよい医療環境を望んでいると解釈で

きる。 

性別でみると、女性は「安心して子育てができるまち」、「医療環境が充実したまち」が男性

に比べて高い。一方男性は「魅力的な産業や仕事の場が多いまち」、「佐賀県東部を含む福岡県

南地域の経済･文化などの拠点となるまち」が女性に比べて高い。これらのことから、女性は子

育てと医療環境を重視し、男性は雇用と経済を重視していると解釈できる。 

次に、定住意向別にみると、「久留米市に住み続けたい」人も「久留米市外に住みたい」人も、

将来像としては「防災や防犯の行き届いた安全･安心なまち」が１位になっている。「いま住ん

でいるところに住み続けたい」人の２位は、全体と同じ「医療環境が充実したまち」であるが、

「久留米市外に住みたい」人の２位は、「魅力的な産業や仕事の場が多いまち」になっている。

また、転出の可能性がある「久留米市内の別のとこに住みたい」と「わからない」を選択した

人の２位は「安心して子育てができるまち」になっている。 

今後、定住人口を増やしていくためには、「医療環境が充実したまち」とともに「魅力的な産
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業や仕事の場が多いまち」や「安心して子育てができるまち」も重視していくべきであろう。 

 

●長期的な視点でも「労働・雇用対策」「防犯対策」「高齢者福祉の充実」への要望が高い 

順位 項　目 領域

1位 労働・雇用対策 Ａ

2位 防犯対策 Ａ

3位 高齢者福祉の充実 Ａ

4位 生活道路や側溝の整備 Ａ

5位 子育て支援体制の充実 Ａ

6位 防災対策 Ａ

7位 行政改革の推進 Ｂ

8位 地域医療体制の充実 Ｃ

9位 青少年の健全育成 Ａ

10位 企業の育成・誘致 Ｂ

■長期的な視点でみた力点施策
　　　　　　　　　　　　　　（上位10項目）■

長期的な視点で力を入れて欲しい施策をみてみよう。１位の「労働・雇用対策」と２位の「防

犯対策」と３位の「高齢者福祉の充実」が５割前後の高い数

値を示している。上位 10 項目の中で行政ニーズの高い領域Ａ

に入っている項目は７項目で、「(27)労働・雇用」、「(7)防犯」、

「(22)高齢者福祉」、「(2)生活道路」、「(17)子育て支援」、

「(5)防災」、「(18)青少年の育成」である。一方、引き続き充

実が望まれる領域Ｃに入っている項目は、「(20)地域医療」で、

重要度・満足度ともに低い領域Ｂに入っている項目は、「(33)

行政改革」と「(25)企業の育成・誘致」である。また、特に

力を入れてほしい施策(問２)と比較すると、「(33)行政改革」

は問２では 21 位だったが問６では７位と上昇し、「(25)企業

の育成・誘致」は、問２では 22 位だったが問６では 10 位に

上昇している。引き続き充実が望まれる領域Ｃの「(20)地域

医療」については、１章の力点施策と久留米市の将来像でも言及された項目で、満足している

が重要で、さらに今後 10 年間力を入れて欲しい項目であると解釈できる。「(33)行政改革」と

「(25)企業の育成・誘致」は、短期的には最優先する項目ではないが、不満度が高いので長期

的には力を入れてほしい項目であると解釈できる。なお、「(33)行政改革」については、２章で

詳しく考察しているので、参照されたい。 

定住意向との関係をみてみる。「久留米市にずっと住み続けたい」から「久留米市外に住みた

い」人まで、上位５項目は「(27)労働・雇用」、「(7)防犯」、「(22)高齢者福祉」、「(2)生活道路」、

「(17)子育て支援」であり、順位は入れ替わっているが同じ項目が上位になっている。 

この５項目の順位の変化をみてみると、「いま住んでいるところにこのまま住み続けたい」、

「久留米市内の別のとこに住みたい」、「わからない」では、「(27)労働・雇用」が１位となって

いるが、「久留米市外に住みたい」だけが「(7)防犯」が１位になり、「(27)労働・雇用」は４位

になっている。このことから「久留米市外に住みたい」人では、労働・雇用より防犯に今後 10

年間力を入れてほしいと思っていると解釈できる。 

久留米市が今後 10 年間、労働・雇用及び防犯に力を入れることで、転出を抑制するとともに

転入を増加させることができるのではないだろうか。 

 

●まちづくりへの市民参加：まちづくり計画策定へより多くの市民が参加することで、市民 
ーズに沿ったまちづくりができる ニ

これまでの分析でまちづくりを行う上での大まかなイメージが浮かび上がった。あとは詳細

イメージの作成とまちづくりの段階で軌道修正等が必要である。このプロセスに行政と専門家

だけでなく市民が参加することで、より市民のニーズに沿ったまちづくりができると考える。 

ここでは、市民のまちづくり参加意向について調べてみる。まちづくり計画策定への参加意

向(問７)では、「参加したいと思う」が 44.6％で過半数を切っている（P.52）。そこで、より多
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くの市民に参加してもらうためにその参加意向について詳しくみてみよう。 

まちづくり計画策定へ参加しようと思っている人が、どのような形で参加したいと思ってい

るのか(問７付問１)を尋ねた結果では、１位の「アンケートの機会に意見を出す」を選んだ人

が約６割おり、突出して高い。全体的には参加の手間があまりかからない参加方法が上位に、

参加の手間がかかる参加方法が下位になる傾向がみられる。 

属性別特徴をみてみよう。性別・年齢別では、「シンポジウム等に参加する」は 50 歳代、60

歳代の女性で３割代半ばと高い、「既存組織を通じて意見を出す」は 70 歳以上男性と 60 歳代女

性で４割台と高い、「電子メールなどで意見を出す」は40歳代男性と20歳代女性で比較的高く、

３割前後に上る等の特徴がみられる（P.55）。従って、まちづくりへより多くの市民の参加を図

るためには、最も参加希望の高かったアンケートとともに、シンポジウム、審議会など様々な

参加方法を用意するなど、市民が意見を出しやすい方法の検討が求められる。 

 

■まちづくり計画策定への参加意向別にみた市政情報発信の評価■

『
そ

う

思
う

』

『
そ

う

思
わ

な
い

』

無
回

答

100.0 63.8 33.3 2.9

(1,787) (1,139) (596) (52)

『参加したい』 798 67.2 30.7 2.1

『参加しようとは思わない』 935 62.1 34.9 3.0

無回答 54 40.7 46.3 13.0

　
標

本

数
（

票
）

問16．市民への情報提供が
十分に行われているか（％）

まちづくり

計画策定への

参加意向

全  体

（カッコ内は標本数）

●まちづくり計画策定へ参加を増やすには、市民が市政に関心を高め、理解を深めるような情報

発信が大切である 
上の項では、より多くの市民がま

ちづくり計画策定へ参加するために

その参加手法について考察した。こ

こでは、まちづくり計画策定への参

加意向（問 7）と市政情報発信の評

価（問 16）の関係をみてみよう。ま

ちづくり計画策定へ『参加したい』

人も『参加しようとは思わない』人

も、市民への情報提供が十分に行わ

れているかについては『そう思う』が６割を超えている。しかし、参加しようと思うかどうか

にかかわらず、『そう思わない』もともに３割を超えており、そこから参加を促す手がかりが見

えてくるかもしれない。 

『
そ
う

思

う

』

『
そ
う

思

わ

な

い

』

無

回
答

100.0 62.1 34.9 3.0

(935) (581) (326) (28)

時間的な余裕がないから 530 65.1 34.0 0.9

負担が大きそうだから 277 66.4 31.4 2.2

興味はあるが、どのように参加したら
いいかわからないから

223 62.8 35.0 2.2

選挙で選ばれた人にまかせているから 57 79.0 19.3 1.8

興味がないから 116 50.0 46.5 3.4

そもそも行政がすべきものだから 128 64.1 32.8 3.1

その他 80 55.0 40.0 5.0

無回答 11 36.4 45.5 18.2

■参加しようとは思わないと答えた人の
　　　　参加しようと思わない理由別にみた市政情報発信の評価■

　
標

本

数
（

票
）

問16．市民への情報提供が
十分に行われているか（％）

参

加

し

よ

う
と

思

わ

な

い

理
由

全  体

（カッコ内は標本数）

まちづくり計画策定へ参加しよう

と思わない理由(問７付問２)では、

１位の「時間的な余裕がないから」

が 56.7％で、突出して高い。２位の

「負担が大きそうだから」は 29.6％、

３位の「興味はあるが、どのように

参加したらいいかわからない」が

23.9％でともに２割を超えている

(P.56）。 

ここで、まちづくり計画策定へ『参

加しようとは思わない』人が参加し

たいと思えるようにするために、参

加しようと思わない理由と市政情報
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発信の評価(問 16)との関連を調べてみよう。「市政情報の提供が十分に行われていると思う

か」が「まちづくり計画に参加しようと思わない理由」にどのような影響を与えているのかを

みる。 

その結果、不十分と思っている層に着目してみると、「興味がないから」と回答した人で『そ

う思わない』と回答した人が 46.5％と相対的に多かった。 

また、まちづくり計画策定へ『参加したい』人が実際に参加するために、まちづくり計画策

定へ『参加したい』人だけに質問した参加手法と市政情報発信の評価（問 16）の関係をみてみ

よう。 
■参加したいと答えた人の参加方法別にみた市政情報発信の評価■

『
そ
う

思

う

』

『
そ
う

思

わ

な

い

』

無

回
答

100.0 67.2 30.7 2.1

(798) (536) (245) (17)

シンポジウムや研修会に参加する 186 65.6 31.2 3.2

意識調査などのアンケートの機会に
意見を出す

463 70.0 28.7 1.3

自治会や各種団体など既存組織を

通じて、意見を出す
213 70.5 28.1 1.4

手紙や電話、電子メールなどで提案

や意見を出す
143 67.8 29.4 2.8

事業や計画などの説明会や対話集

会に参加し、意見を出す
114 63.2 35.1 1.8

審議会や委員会等の委員になり、
計画づくりの作業に参加する

56 55.4 41.0 3.6

その他 10 70.0 30.0 -

無回答 13 61.6 15.4 23.1

　

標

本

数
（

票
）

問16．市民への情報提供が

十分に行われているか（％）

ど

の

よ
う

な

形

で

参

加

し

た
い

と

思

う
か

全  体

（カッコ内は標本数）

市民への情報提供が十分かについ

て、まちづくりに参加したい人の中

では『そう思わない』人は 30.7％と

なっているが、これより比率の高い

参加方法は「シンポジウムや研修会

に参加する」（31.2％）、「事業や計画

などの説明会や対話集会に参加し、

意見を出す」(35.1％）と「審議会や

委員会等の委員になり、計画づくり

の作業に参加する」(41.0％）である。

これらは、シンポジウムや研修会、

事業や計画などの説明会、審議会や

委員会といった市民が集まる場で行

政からの説明を受け、自らが理解を

深めたうえでまちづくり計画に参加

したいと考える積極的参加派であり、

この層からは市政情報の発信がより強く求められていることがわかる。 

これらのことから、今後、まちづくり計画へ参加しようと思い、実際に参加する人を増やし

ていくためには、市民の市政への関心を高めるとともに、その理解がしだいに深まっていくこ

とが必要であり、参加の糸口がわからない層への情報提供を工夫するなど、市政情報発信の手

法についての検討も大切になるだろう。あわせて、参加の手間があまりかからない参加方法が

好まれる傾向を考慮すると、まちづくり計画へ意見を出す行事を開催する際の時間や曜日の多

様化や参加負担軽減の工夫などを行うことにより、市民参加を促す環境づくりが進むだろう。 

 

●市民がまちづくり計画に参加するからこそ「良くなる」と思えるように情報を提供していくこ

とが効果的 
次に、この 10 年間で久留米市が良くなったと思うか（問４）とまちづくり計画策定への参加

意向（問７）の関係をみてみよう。この 10 年間で久留米市が「良くなってきている」と思う人

は、まちづくり計画に参加したいと思う人が参加しようとは思わない人より多く、この 10 年間

で久留米市が「変わらない」、「悪くなってきている」と思う人は、まちづくり計画に参加しよ

うと思わない人が参加したいと思う人より多くなっている。 
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ここで、この 10 年間で久留米市が良く

なったと思うか（問４）と市政情報発信の

評価（問 16）の関係をみてみよう。久留米

市が良くなってきていると思っているかど

うかとは無関係に、いずれの項目でも「市

民への情報提供が十分」と思っている人が

そう思わない人よりも多いという結果がで

ている。ここであえて不十分だと思ってい

る層に着目すると、この 10 年間で久留米市

は良くなってきていると思っている人の中

で市政情報提供が十分かについて「そう思

わない」人が 20.1％であるのに対して、「変

わらない」と思っている人では 34.4％、「悪

くなってきている」と思っている人では

42.8％となっている。まちが良くなってき

ていると思っている人よりそう思わない人

の方に市政情報の提供が不十分だと思う人

が多くなる傾向がみられる。 

『
参

加

し

た
い

』

『
参

加

し

よ
う

と

は

思

わ

な

い

』

無

回

答

100.0 44.6 52.3 3.0

(1,787) (798) (935) (54)

良くなってきている 398 51.0 46.0 3.0

変わらない 581 43.9 52.9 3.3

悪くなってきている 432 44.0 52.0 3.9

わからない 300 39.0 59.3 1.7

無回答 76 43.4 55.2 1.3

問７．まちづくり計画を市民と
連携して進めていくことに

ついて（％）

全  体

（カッコ内は標本数）

■久留米市の10年間の評価別にみた
　　　　　　　まちづくり計画策定への参加意向■

　
標

本

数
（

票
）

久留米市の
１０年間の

評価

『
そ
う

思

う

』

『
そ
う

思

わ

な

い

』

無

回
答

100.0 63.8 33.3 2.9

(1,787) (1,139) (596) (52)

良くなってきている 398 77.7 20.1 2.3

変わらない 581 62.3 34.4 3.3

悪くなってきている 432 53.1 42.8 4.2

わからない 300 61.4 37.3 1.3

無回答 76 72.4 25.0 2.6

（カッコ内は標本数）

■久留米市の10年間の評価別にみた市政情報発信の評価■

　
標

本

数
（

票
）

問16．市民への情報提供が
十分に行われているか（％）

久留米市の

１０年間の
評価

全  体これらのことから、「まちづくり計画策

定に参加したいと思う人」は「まちが良く

なったと思っている人」であり、「まちが良

くなったと思っている人」は「市民への情

報提供を十分と評価する人」だと言えるだ

ろう。まちが良くなったと思う人が増え、まちづくりに積極的に参加すれば、まちはさらに良

くなっていくと考えられる。このような好循環をつくりだすことが、地方自治体が政策形成を

担うことが多くなった現代では大切になっており、その好循環を促進する潤滑油として行政施

策の情報発信を適切に行っていくことを求められていることが、これまでの分析よりわかって

きた。 

まちづくり計画への市民の参加は、市民が自分の暮らすまちのあり方を主体的に考えていく

ことで、久留米市が「良くなる」と実感できる良い機会である。久留米市のまちづくり計画の

策定が市民と行政の協働で進められることにより市民ニーズを反映した計画ができ、地域の課

題解決や目標達成につながっていくものと思われる。 
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【お問い合わせ】久留米市 定住情報窓口 TEL（0120）888-743 FAX（0942）30-9703   

久留米市では、久留米を定住地として選んでいただいた方を歓迎する 

久留米暮らし・ウェルカムキャンペーンを実施しています。 
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